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Aグループ・友達や異年齢児と関わり、集団の中の自分の役割を知る。家族への感謝の気持ちを持つ。 
Bグループ・友達の姿をまねしたり考えたりしながら、いろいろな事を試し、遊びの幅を広げる。 
Cグループ・季節に合った過ごし方を知る。体を動かして遊ぶことを楽しむ。 
 

2021年 7 月 
吉野幼稚園 

  

主    題：「いのちの言葉」 

聖書のことば：「互いに愛し合いなさい」 （ヨハネ福音書１５：１２）（１３：３４） 

 

 月日の経つのは早いもので、つい先日、始業式や入園式をしたと思っていたら、もう学期末が近づいてまい

りました。いよいよ７月です。今年の夏は例年以上に蒸し暑くなりそうだという予報も出ております。また、

コロナウィルス感染症の予防もあり、例年以上に、健康管理に気を遣うことになりそうです。各家庭でも、熱

中症の予防やコロナ対策（毎朝の検温、手洗いうがい）など、十分ご配慮いただきますようお願いいたします。 

 さて、ひとりひとりの子どもが自分自身の中に持っている生命力を発揮して、積極的に環境から学びとって

いくためには、よい環境が大切です。昔から「環境が人を育てる」といって、教育の世界では環境を大切にし

てきました。 

 子どもが安心して、親の深い愛情につつまれながら育っていくのが家庭環境です。そして、親の深い愛情の

中で子どもは、豊かな心情を身につけていきます。温かい家庭こそ、子供の心情の発達にとって、とても大切

な環境です。この場合の環境は、物的な環境のみならず、人的な環境も含みます。 

 また、家庭以外の環境（幼稚園・保育園など）の中で、家庭では経験できない、友達や先生とのかかわりあ

いを通して、将来に向けて大切な人間関係を学び、友情、親しみ、マナーなど社会生活に大切なことを身につ

けていきます。また、子どもは身近にあるものとのかかわりを通して、そのものの名前、特徴、正しい扱い方、

利用の仕方などを学んでいきます。 

 このように、「子どものよい発達にはよい環境が大切」です。吉野幼稚園では、この考えを大切にして、保

育活動を進めております。 

 園の教育と、家庭での教育が一体となって、すばらしい御子を育ててまいりましょう。 

【園長 野田弘之】 

 

 

  
  

えんだより 

7月のねらい 


